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O
大
曾
本
年
度
牌
静
岡
閣
官
大
官
(
第
二
十
二
同
)
は
例

4
の
如
〈
経

済
開
申
部
創
立
記
念
日
を
卜
し
五
月
二
寸
五
・
六
円
両
日
に

B
つ
で
開
催
せ

ら
れ
た
。
因
み
に
研
究
報
告
曾
は
第
六
同
で
あ
る
。

第
一
回
二
十
五
日
(
土
曜
日
)
牛
後
一
時
二
十
分
よ
り
法
制
部
四
歌
室

に
於
て
左
記
順
序
に
よ
り
時
間
帯
慣
骨
を
開
催
、
午
後
五
時
二
十
分
盛
況

棺
に
問
官
し
た
。

開

舎

の

節

酔

済

車

部

長

f

y
ト
ル
の
輯
桝
へ
の
栴
成
に
就
い
て

大
限
尚
科
大
島
教
授

時
間
下
に
於
け
る
日
本
農
業
の
動
向本

畢

歌

授

業

報

鰹

潰

曾

撃

電
力
問
題
の
其
丹
後日

本
後
詮
電
株
式
骨
枇
明
事

閉

曾

の

僻

本

瞳

助

教

授

右
の
講
憤
要
旨
は
元
町
如
〈
で
あ
る
。

ゴ
ツ
ト
ル
白
髄
糟
へ
白
構
成
に
就
い
て

市首

井
牢千
口

古
彦
氏

繭
井

宇
抽
民

八
木
芳
之
助
氏

堀岸
江田

幸
雄
氏

揖
誠
氏

孝

治

氏

ナ
チ
ス
政
概
碍
立
後
大
い
r

に
勢
力
を
得
て
前
稜
な
前
臨
を
な
し
て
ゐ
る

f

ツ
ト
ル
は
、
英
闘
洗
円
私
利
器
求
の
個
人
主
義
組
四
回
唱
を
排
斥
し
、
困

実

報

民
、
民
族
、
関
家
と
其
需
の
連
闘
を
重
視
せ
ん
と
ず
る
輔
誕
純
荷
車
の
博

統
の
下
に
、
リ
ス
ト
、
タ
=
1
ス
を
師
と
し
て
生
れ
た
「
生
の
相
桝
」
品
者

で
あ
る
。
君
主

E
E
p
p
r
円
。
宮
ロ
を
主
張
す
る
彼
の
棋
演
は
共
同
生
活

の
一
つ
の
側
面
左
し
て
「
構
成
さ
れ
た
る
一
も
の
で
あ
っ
て
、
社
骨
的
構
成

慌
に
於
亡
賛
現
せ
九
一
れ
る
。
一
柑
的
に
は
有
意
義
的
統
一
円
形
成
と
し
内

容
づ
け
ら
れ
る
「
構
成
」
は
共
同
生
活
者
と
し
て
円
時
脆
的
生
起
を
持
嗣
と

存
立
に
於
て
統
合
す
る
と
主
で
あ
っ
て
、
斯
る
構
成
に
よ
っ
て
耽
令
的
構

成
帳
、
家
族
、
岡
民
、
岡
家
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
持
組
、
存
立
、

統
合
は
彼
に
あ
っ
て
は
人
間
共
同
存
在
の
存
主
範
時
で
あ
る
。
斯
〈
て
彼

は
構
成
時
を
中
心
、
と
し
て
思
粧
す
べ
き
と
ル
一
を
強
〈
主
医

L
、
従
車
円
則

中
心
に
反
抗
す
る
。
空
間
的
世
界
も
一
定
円
仕
方
で
構
成
せ
ち
れ
た
も
の

主
し
て
生
活
空
間
で
る
る
。
言
語
、
風
俗
、
習
慣
も
本
構
成
せ
ら
れ
た
も

の
と
し
て
人
問
共
同
生
活
問
カ
で
あ
り
、
人
倫
も
共
同
生
活
の
正
し
い
構

成
を
賀
現
す
る
も
の
と
し
て
有
意
義
に
な
る
。
斯
か
る
人
間
存
北
を
巾
心

主
す
る
所
の
ト
骨
在
酔
耕
町
立
場
は
、
ハ
イ
ヂ
ヴ
ガ
ー
に
於
て
も
見
p
ら
れ
る

が
、
彼
は
例
人
的
生
で
は
な
〈
、
枇
骨
的
構
成
掛
町
生
を
中
心
問
題
'
と
す

る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
共
同
止
市
内
構
成
は
、
意
欲
す
る
主
世
間
忙
於
げ

る
一
致
剖
和
と
不
利
と
の
根
本
的
二
関
係
か
ち
成
立
す
る
「
特
殊
社
骨
的

の
も
の
」

l
共
同
制
令
へ
の
構
成
と
、
「
政
拍
社
骨
的
円
も
の
」
碑
力
枇

舎
へ
の
柿
成
、
更
に
又
、
意
欲
す
る
主
慣
が
拝
世
売
雄
介
に
す
る
聞
係
に

世
て
、
即
ち
意
欲
の
充
足
は
非
慣
の
支
配
に
よ
る
が
か
t
A

る
支
配
慾
た
る

慾
求
目
無
限
、
と
制
控
能
力
の
制
約
よ
り
車
あ
矛
盾
街
突
町
闘
慌
に
酔
て
、

そ
れ
の
持
績
的
調
和
と
し
て
の
抑
制
済
へ
円
構
成
町
三
段
階
よ

m或
る
。
斯

億
五
十
一
巻

声事

就



最

報

f
て
一
鹿
輯
持
へ
の
構
成
は
世
肯
生
活
構
成
に
於
て
最
後
的
仕
上
げ
の
意

味
を
も
つ
が
、
而
も
そ
れ
帯
は
概
念
的
思
惟
に
必
時
的
に
伴
ム
一
面
性
白

故
に
分
離
せ

ιれ
た
白
で
あ
っ
て
、
一
側
の
共
同
曲
を
一
面
的
に
抽
車
せ

る
も
白
で
あ
る
が
、
そ
白
最
も
慕
底
的
構
成
は
共
同
枇
骨
へ
白
兵
で
あ
る
。

最
後
に
棋
は
人
間
思
惟
白
根
平
掛
龍
と
し
て
の
判
断
を
人
間
共
同
存
在
白

必
掠
的
論
理
に
よ
る
存
在
論
的
判
断
と
し
て
、
ウ
エ

1
バ
ー
に
賛
意
を
表

し
乍
ら
慣
値
判
断
の
許
さ
る
べ
き
を
説

f
。

且
上
回

O
年
白
ま
さ
思
索
に
よ
っ
て
築
か
れ
行
〈
彼
の
所
設
の
企
闘

は
、
自
分
自
身
を
思
惟
す
る
生
の
立
場
に
立
っ
て
生
そ
の
も
の
に
存
在
す

否
理
性
内
事
吾
川
に
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
と
言
へ
る
。
氏
は
最
後
に
新
る

ゴ
ツ
ト
ル
の
且
併
に
謝
し
て
生
白
困
窮
の
闘
梯
も
窮
極
に
於
て
半
和
由
調

和
九
日
何
れ
か
に
蝿
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
、
極
静
へ
の
構
成
は
寧
ろ
椴

力
へ
白
其
に
先
立
つ
も
自
で
は
な
い
恥
・
構
成
田
=
一
つ
の
階
段
と
し
て
白

時
間
的
系
列
正
一
つ
の
共
同
挫
の
側
面
白
必
然
性
が
症
べ
ら
れ
て
な
い

し
、
又
民
族
共
同
岨
置
は
貨
は
現
官
に
存
ず
る
も
の
で
は
な

f
L
C
今
回
目

賃
現
さ
る
べ
き
課
題
で
は
な
い
か
。
白
話
黙
を
指
摘
さ
れ
た
。

時
局
下
に
於
げ
る
日
本
農
嘉
白
動
向

八

木

芳

之

凪

民

時
局
下
に
於
け
る
農
村
は
、
一
方
、
多
数
の
臆
召
者
を
回
し
、
ま
た
軍

需
産
業
へ
も
勢
働
力
を
眠
腔
さ
れ
、
加
ふ
る
に
生
産
資
材
も
供
給
不
足
白

現
般
に
あ
り
、
他
方
、
食
料
品
の
需
型
骨
加
は
、
誰
々
そ
の
度
を
加
へ
つ

L

あ
る
。
と
の
担
扱
に
劃
し
て
、
農
業
生
産
力
の
擁
充
が
強

f
叫
ば
れ
て

ゐ
る
。
提
ら
ば
其
白
意
味
す
る
農
業
生
産
力
と
は
何
か
。
思
ふ
に
戦
時
に

於
て
は
日
本
農
業
白
生
産
す
る
農
産
物
白
総
量
が
問
題
で
あ
る
ロ
之
に
封

億
五
十
一
巻

一一一
第

扱

ナ
る
方
策
?
と
し
て
は
、
耕
地
面
積
の
楠
張
と
、
軍
佼
面
積
常
り
牧
穫
設
白

骨
大
ー
と
の
ニ
方
策
が
考
へ
ら
れ
る
。
掛
る
に
前
者
は
念
蓮
に
望
bm
得
白
所

で
あ
昌
弘
山
己
，
職
時
の
要
求
す
る
農
産
物
生
産
融
量
を
維
持
柑
大
ナ
る
に

は
、
後
者
四
方
策
、
白
ち
耕
地
単
位
面
積
首
り
自
生
産
力
を
維
持
哨
話
す

る
外
は
な
い
。

然
る
に
諭
宥
に
よ
っ
て
は
、
職
時
に
あ
り
で
は
寧
ろ
車
佼
投
下
勢
働
の

生
産
力
を
噌
大
ず
〈
き
ち
あ
る
と
主
張
す
る
。
之
に
つ
い
て
、
先
づ
考
へ

ら
れ
る
こ
と
は
、
農
業
構
械
化
の
問
題
で
あ
る
。
之
は
農
村
に
近
代
的
明

朗
性
を
典
へ
る
も
の
な
る
と
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
現
に
我
岡
農
業
の
機

械
化
さ
れ
て
ゐ
る
部
面
は
、
腔
穀
制
製
の
過
程
に
止
ま
り
、
播
種
、
耕

転
、
刈
車
の
過
程
は
機
械
化
さ
れ
て
周
な
い
。
後
者
白
過
程
は
、
我
闘
の

耕
地
が
水
田
な
る
が
故
に
、
き
た
農
家
白
組
管
面
積
の
腕
小
是
耕
地
白
分

散
と
の
た
品
に
、
更
に
現
下
に
於
け
る
機
械
化
に
必
要
な
る
斐
材
の
供
齢

不
足
の
た
め
に
、
そ
の
念
速
な
る
品
一
面
的
構
械
化
は
望
み
符
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
る
。

之
を
楠
山
方
策
'
と
し
て
は
、
勢
働
の
粗
椛
的
協
阿
化
げ
が
専
へ
ち
れ
る
。

之
を
可
能
な
ら
し
品
る
矯
め
、
揖
小
に
し
て
分
散
せ
る
耕
地
の
交
換
分
合

計
必
要
と
さ
れ
る
。
又
、
胆
料
白
不
足
を
補
ふ
た
め
に
は
、
施
肥
に
闘
す

る
重
駒
主
義
、
自
酷
肥
料
の
帯
産
等
白
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

以
上
的
諸
方
策
が
採
ら
れ
る
に
し
て
も
、
戦
時
下
に
於
け
る
勢
働
力
白

不
足
、
青
力
目
減
退
は
、
努
働
白
強
化
を
必
然
に
要
求
ず
る
こ
と
L
な

る
。
之
が
強
化
策
は
、
農
事
賀
行
組
合
を
誼
ピ
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
。

止
日
〈
生
産
部
面
に
農
事
賀
行
組
合
が
あ
る
に
封
し
、
配
給
部
商
に
は
麿



業
組
合
が
活
動
し
て
居
る
。
と
の
産
業
組
合
に
封
し
、
時
局
は
、
軍
な
る

農
民
の
利
器
擁
護
槽
聞
と
し
て
で
は
な
〈
、
公
盆
的
機
関
と
し
て
活
動
す

る
宇
う
要
請
し
、
従
っ
て
組
合
目
自
由
加
入
制
が
批
列
さ
れ
る
こ
と
L

な

っ
て
ゐ
る
。

配
輪
部
面
に
於
い
て
は
、
産
業
組
合
の
外
に
商
業
組
A
n
M
F
存
在
し
、
従

燕
雨
者
は
憤
絡
を
掴
ピ
て
競
争
し
て
ゐ
た
が
、
今
宇
不
足
物
費
を
多
量
に

配
給
せ
ん
と
競
ふ
に
至
っ
て
ゐ
否
。
此
庭
に
南
組
合
を
配
給
網
ー
と
し
て
競

合
的
に
利
用
す
る
各
種
の
閣
情
脅
枇
が
設
立
さ
恥
る
こ
と
与
な
っ
た
。
珂

し
て
、
産
業
組
合
は
、
こ
の
闇
策
骨
枇
に
像
剰
金
を
投
費

L

・M
汁
観
上
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
由
形
態
を
と
る
こ
と
L
な
っ
た
。
し
か
し
私
的
利
潤
を
也
求

す
る
費
本
家
的
企
業
の
そ
れ
と
は
別
倒
に
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

最
後
に
、
生
産
量
の
暫
大
に
も
限
度
の
あ
る
限
り
、
一
需
要
の
側
に
つ
い

て
も
、
消
費
の
規
制
や
切
枠
制
度
の
採
用
が
必
要
で
あ
ら
う
。

要
す
る
に
、
時
局
白
控
展
に
伴
ひ
、
農
薬
物
資
白
配
給
部
商
に
於
て

は
、
よ
り
強
度
の
統
制
が
と
ら
れ
る
で
あ
ら
今
。
而
し
て
農
業
生
産
部
首

に
於
て
は
、
構
械
化
に
よ
る
勢
働
生
産
性
の
向
J
H
F
念
辿
に
行
は
れ
ず
、

且
つ
職
時
下
に
於
て
は
農
産
物
生
産
の
一
制
裁
が
問
題
で
あ
る
限

p
、
勢
働

白
強
化
に
よ
っ
て
車
杭
面
積
常
り
白
血
産
力
噌
註
の
方
向
を
採
ち
さ
弔
む
を

得
な
い
で
あ
ら
う
。

電
力
問
畠
白
英
の
後

岸

田

辛
耕
民

咋
年
凶
月
か
ら
賀
行
に
移
さ
い
仰
る
に
到
っ
た
電
h
H
管
理
の
也
市
首
性
主
、

そ
の
案
白
内
特
を
一
臆
説
明
し
て
、
そ
の
電
力
管
理
費
行
後
の
経
過
を
主

と
し
て
遮
べ
る
こ
と
に
す
る
。

重量

報

電
力
事
業
は
、
同
民
生
活
の
某
礎
印
ち
、
文
化
生
活
は
勿
論
、
走
業
特

に
軍
需
品
又
は
肥
料
等
内
産
業
白
茶
礎
を
な
す
と
こ
ろ
白
重
要
事
業
な
る

が
故
に
、
之
を
国
家
の
統
制
白
下
に
位
〈
と
正
が
早
〈
か
巴
唱
へ
色
れ
た

の
で
あ
り
、
政
府
に
於
て
も
比
の
統
制
を
以
て
所
請
組
問
草
新
政
策
の
魁

け
た
ら
し
め
ん
と
す
る
意
固
の
下
に
、
電
力
の
国
家
管
理
を
賀
行
ず
る
こ

と
λ

な
っ
た
の
で
あ
る
。

電
力
管
理
に
於
け
る
革
新
性
は
、
そ
れ
が
新
企
業
形
態
を
取
入
れ
た

貼
、
パ
公
盆
の
私
益
に
劃
す
る
催
先
を
認
め
た
話
、
電
力
の
産
業
関
防
上
白

重
要
性
に
鮭
み
た
貼
、
所
有
擦
に
劃
す
る
制
限
お
よ
び
所
有
継
と
組
皆
様

の
明
確
な
る
分
離
を
賀
現
し
た
鮎
撃
に
認
め
ら
和
司
会
。
こ
の
様
に
し
て
日

本
波
注
電
は
、
替
担
命
世
に
異
な
る
は
知
論
、
所
謂
特
殊
曾
批
と
も
大
い

に
具
合
る
も
の
と
し
て
生
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
我
間
電
力
事
業
の
中
植
を

比
骨
枇
が
掌
握
す
る
と

'hLな
っ
た
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
が
設
謹
電
は
電
力
骨
理
の
第
一
年
度
に
於
て
、
電
力
不
足
問
題

を
惹
起
す
る
結
岡
市
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
円
根
本
原
因
と
し
て
は
、

潟
水
部
非
常
に
激
し
か
司
た
こ
主
、
為
、
石
炭
界
が
異
常
な
る
嬰
化
即
ち
石

炭
の
不
足
と
炭
質
円
低
下
を
高
し
た
こ
と
の
二
つ
が
堪
げ
ら
れ
る
。
之
争

白
原
因
に
就
い
て
も
買
は
色
々
の
問
地
苧
事
情
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
日

本
波
注
電
円
事
業
の
引
鵬
、
監
督
官
胞
と
の
問
題
、
十
二
月
の
荒
天
、
間

取
引
の
問
題
等
々
が
之
で
あ
る
。
耕
周
、
電
力
不
足
は
本
年
度
に
入
る
'
t

共
に
柑
常
の
消
費
の
制
限
を
す
る
品
叫
に
迫
ち
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
絡
に

一
一
月
に
入
っ
て
電
力
制
整
令
の
護
到
を
見
、
電
力
の
供
給
と
消
費
と
の
調

整
が
行
は
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
の
で
あ
る
。
幸
ひ
本
年
は
例
年
潟
水
期
た

第
五
十
一
審

苦再

掠



葉

報

る
ご
月
中
幅
以
来
相
朴
川
町
降
雨
を
見
売
L

品
、
一
一
一
月
末
比
車
弾
修
的
需
要

を
除
い
て
、
電
力
市
費
制
限
は
令
部
解
除
さ
札
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

酷
し
乍
ら
、
電
力
作
珂
は
決
し
て
、
之
に
依
う
て
意
味
を
有
た
な
か
う

た
と
一
再
山
と
主
は
諮
り
で
あ
っ
て
、
現
在
の
非
常
時
間
に
於
て
、
過
去
の

試
棉
を
経
つ

k

、
更
に
大
き
な
役
割
'z
長
所
を
有
つ
も
の
で
あ
る
と
と
は

忘
れ
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
。

な
眠
、
官
員
料
金
に
就
い
て
も
、
そ
の
適
正
化
に
常
円
て
、
岡
策
控
行

上
、
非
常
に
困
難
な
問
題
が
有
ナ
る
と
と
も
、
了
解
し
て
頂
き
た
い
の
で

あ
っ
て
、
今
後
一
層
、
電

h
需
要
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
岡
民
、
監
骨
官

聴
の
協
力
と
支
持
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
日
午
後
六
時
半
よ
り
型
文
骨
館
に
於
て
唖
餐
脅
を
闘
〈
。
曾
す
る
者

岸
同
・
桐
井
耐
氏
を
納
品
、
本
車
敬
官
、
本
描
部
出
身
事
門
同
市
校
其
他
教

職
員
、
大
風
一
院
出
申
生
等
総
べ
て
七
十
四
名
、
数
民
の
一
ア

l
プ
ル
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
、
現
下
白
問
題
が
各
方
面
か
ら
取
り
上
げ
む
れ
、
神
戸
名
理
教
授

の
本
国
南
骨
創
立
慎
古
談
を
里
味
深
〈
聴
き
、
和
気
満
栄
町
揮
に
九
時
過
ぜ

散
合
し
た
。

第
二
日
二
十
六
日
(
日
限

H
)
午
前
九
時
よ
り
噴
友
骨
館
講
楠
章
に
於

て
左
記
の
順
序
に
よ
り
肝
究
報
告
舎
を
開
き
、
民
唱
な
研
究
資
表
と
熱
心

な
討
論
に
意
義
探
き
一
日
を
諮
っ
て
午
後
五
時
間
官
。
同
席
者
七
十
名
。

何
ほ
冊
目
「
民
族
世
令
四
一
考
察
」
と
題
し
て
報
告
す
ベ
〈
そ
の
噌
備
中
五

月
十
八
日
に
突
然
逝
去
せ
ら
れ
た
開
商
品
院
向
純
知
県
部
教
授
柏
木
重
一
六
氏

の
援
に
到
し
、
報
告
合
間
骨
に
門
川
町
間
席
者
一
阿
世
度
な
る
獣
際
世
捧
げ

融

情

航

空

の

一

問

題

関

東

掛

院

教

授

町
政
の
費
質

ε町
政
向
一
棄
の
閉
諭

和
歌
山
市
年
向
業
同
校
教
授

ナ
チ
ス
下
の
賃
銀
制
度
紳
戸
出
業
大
畠
教
授

統
制
締
冊
仰
と
粧
品
百
融
大
医
商
科
大
草
助
較
授

投
柑
者
に
つ
い
て
大
臣
向
大
高
両
部
最
授

満
洲
閑
農
業
政
策

京
都
帝
大
人
文
科
研
究
所
助
動
授

大
臨
に
於
け
る
交
誼
統
制

昭
和
高
等
商
業
品
校
設
授
武
剛
長
太
郎
氏

江

戸

時

代

の

岡

産

哩

脚

本

県

助

動

授

咽

江

保

燕

氏

右
目
報
告
の
要
旨
は
左
の
如

f
で
あ
る
。
何
堀
江
保
胡
剛
氏
の
分
は
本
誌

本
腕
に
殻
載
し
た
か
ら
之
を
省
〈
。

事
五
十
}
巻

ー
四

第
}

U

銅

アこ
Q 

髄
漕
同
室
由
一
間
困

→ 

囚
白
山
源
一
三
郎
氏

烏

恭

彦

氏

古
梓
再
融
市
民

松
井
尻
之
助
氏

星
野
周
一
郎
氏

大
上

末
尉
民

白

山

源

三

郎

第
一
戎
欧
州
職
事
融
和
服
後
行
は
れ
知
的
た
欧
米
各
国
内
航
噌
交
描
は
飢

に
二
十
較
年
円
相
験
を
相
た
。
其
間
に
航
明
器
材
、
航
空
技
樹
、
航
噌
路

内
施
設
に
於
て
長
足
の
抱
牛
少
を
な
し
た
が
、
其
輯
骨
に
於
て
内
相
各
岡
と

も
私
企
業
と
し
て
の
確
立
彰
一
目
指
し
て
悔
謹
を
加
ふ
る
政
策
を
と
り
た
る

に
不
拘
、
幾
多
の
麹
遜
を
料
て
二
十
歌
年
後
円
今
日
に
宝
つ
で
も
ア
メ
リ

カ
合
最
闘
を
陪
〈
暗

E
全
て
の
岡
に
於
て
依
然
高
度
目
保
護
輯
制
を
続
け

て
居
る
。

英
国
は
設
相
非
補
助
主
義
を
と
明
た
れ

E
も
、
央
敗
な
る
を
知
る
中
、



自
由
主
義
に
某

c
私
企
業
確
立
の
錦
町
補
助
を
納
め
た
る
が
之
車
、
岡
内

の
競
苧
の
弊
に
棋
え
ず
一
九
二
四
年
準
に
法
的
珊
市
車
一
脅
枇
主
義
に
蒋

向
し
イ
ン
ベ
リ
ア
ル
エ
ア
ウ
エ

1
J
A
を
創
立
し
約
十
年
円
程
皆
奇
な
し
た

り
。
品
問
れ
共
、
業
掛
の
不
振
に
し
て
舵
桝
的
樹
立
の
見
込
立
た
ず
、
再
度

委
員
骨
の
答
申
に
来
品
望
新
た
に
プ
リ
テ
ヴ
シ
ユ
エ
ア
ワ
エ
?
ズ
を
創
立
、

直
域
制
限
の
下
に
骨
枇
の
三
本
建
を
以
て
競
争
に
よ
る
牌
普
改
善
を
測
っ

た
が
、
最
近
の
岡
際
情
勢
の
緊
担
に
儲
与
一
九
=
一
九
年
更
に
事
此
岡
祉
の

合
併
を
測
り
、
時
袋
詰
人
に
よ
る
早
一
一
摘
出
細
管
に
捗
っ
た
。
掠

L
一
方

同
時
に
岡
内
群
世
航
空
骨
祉
の
補
地
を
始
品
て
、
私
企
業
確
立
の
素
志
を

捨
て
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

問
題
に
於
て
は
常
初
、
私
企
業
に
よ
否
設
展
を
策
し
た
る
は
同
様
で
あ

っ
た
が
後
英
凶
に
倣
っ
て
一
九
二
六
年
詰
的
調
内
保
護
脅
祉
ル
フ
ト
ハ
ン

ザ
を
創
設
し
ナ
ヲ
ス
政
策
白
話
肢
に
並
行
し
て
完
舟
な
る
融
制
脅
枇
と
し

て
其
欄
龍
を
渡
押
し
て
居
る
。
働
蘭
聞
に
於
て
も
永
〈
敷
桝
の
骨
祉
の
各

様
円
程
替
に
任
せ
た
が
、
英
、
捕
に
倣
ひ
一
九
三
三
年
合
同
な
っ
て
ヱ

1

ル
フ
ラ
シ
ス
曾
枇
が
創
立
さ
れ
た
。
岡
京
の
保
護
の
下
に
輔
自
担
轡
を
し

て
居
る
。

我
聞
に
於
て
も
暗

E
英
図
白
模
倣
と
思
は
れ
る
担
同
様
な
行
方
を
し

た
。
昭
和
=
一
年
こ
九
二
七
年
〉
初
品
て
補
助
合
社
た
る
日
本
航
空
轍
廷
が

創
立
さ
れ
私
企
業
擁
立
町
目
的
を
以
て
十
年
間
の
抗
接
柿
助
を
受
げ
た
が

業
紙
面
白
か
ら
ず
、
昭
和
十
二
年
一
時
国
際
航
空
骨
祉
と
の
三
本
建
'
と
な

り
翠

4
之
が
合
冊
さ
れ
て
時
局
の
要
求
に
漉
じ
国
策
骨
一
世
と
し
て
車
一
明

内
合
枇
、
と
な
っ
た
。

集

報

ア
メ
り
カ
骨
量
図
的
み
は
企
品
開
特
珠
の
行
き
方
を
し
航
由
主
都
世
に
主
力

を
註
ぎ
間
接
補
則
に
よ
る
私
企
業
の
確
立
を
粛
し
環
境
の
好
時
件
に
嘉
吉

札
て
現
在
に
於
て
ほ
賀
質
的
に
郵
間
航
空
に
依
る
間
接
拙
助
も
之
な
き
欣

態
で
あ
る
。

二
十
政
年
O
M
開
験
か
ら
見
る
に
(
ア
メ
リ
カ
合
最
凶
を
陪
き
)
航
空
克
遁

は
所
訟
料
開
的
樹
立
困
難
の
事
業
な
り
と
の
断
定
を
な
し
得
る
が
如
し
。

唯
、
問
問
防

I
及
び
国
家
競
争
上
根
め
て
重
要
な
る
事
業
な
る
と
と
、
及

刊
日
向
交
油
機
関
と
し
て
の
特
珠
町
一
使
命
を
有
し
交
誼
槽
闘
一
般
と
同
様
公

益
に
闘
冊
あ
る
が
故
に
、
国
家
は
多
大
の
曙
牲
を
掛
っ
て
も
之
が
資
展
を

期
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
錦
に
保
護
に
よ
る
輯
昔
が
続
け
ら
れ
て
居
る
の
で

あ
る
。

揖

L
乍
ち
軽
局
に
於
て
は
航
空
交
誼
の
担
昨
的
踊
立
、
私
企
業
的
確
立

の
叫
恕
に
方
向
を
向
け
る
べ
き
も
の
に
し
て
.
同
門
家
の
保
護
に
於
て
も
可

及
的
間
接
補
助
に
止
め
、
私
企
業
の
競
争
及
所
努
力
に
上
る
航
山
市
交
過
渡

展
E
期
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
息
ふ
。
経
神
的
渦
立
閤
離
な
る
珂
由
目
、
王

な
る
も
の
は
ト
恭
材
の
荷
慣
に
し
て
命
数
婦
か
き
事
、
己
糊
市
事
業
に
馴

れ
て
締
替
の
改
善
が
行
は
恥
な
か
っ
た
事
で
あ
る
が
、
前
者
は
技
術
の
挫

歩
に
よ
り
改
普
さ
れ
る
で
あ
ち
ろ
し
、
後
者
は
私
企
業
的
粍
替
を
行
山
こ

と
に
よ
り
て
改
善
さ
れ
る
で
あ
ら
今
、
北
米
合
来
凶
が
よ
い
例
を
提
供
し

て
居
る
。

財
政
由
盤
賓
と
財
政
腕
棄
由
理
詰

恭

彦

島

職
時
制
隣
町
並
展
と
共
に
物
責
需
給
関
係
白
方
が
回
世
上
の
牧
文
よ
り

も
重
嬰
性
主
持
つ
様
に
な
っ
て
車
た
が
、
更
に
か
や
う
な
献
態
の
並
ん
だ

第
五
十
一
巻

五

害事

競

五



去呈

報

特
車
に
於
て
は
財
政
と
岡
民
経
済
の
並
存
す
る
様
な
二
一
耳
的
組
織
は
消
滅

す
る
白
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
私
は
と
L
に
特
に
ラ
ジ
カ
ル
な

悶
政
鹿
棄
論
を
問
題
に
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
主
同
時
に
将
来
世
舎
に
於
吋

る
財
政
の
形
態
に
つ
い
て
一
般
の
人
々
の
模
斡
と
も
つ
問
題
や
寺
へ
古
を

一
層
は
っ
き
り
さ
せ
て
見
た
い
。

租
枕
、
長
債
に
某
礎
を
世
〈
現
代
の
財
政
が
成
立
し
た
の
は
貨
幣
信
用

組
桝
、
従
っ
て
又
財
産
私
有
に
某
〈
枇
舎
の
成
立
し
た
時
代
で
、
此
の
時

ヲ
イ
ナ
J

ス

フ

イ

ナ

V

V

2

1
ル

代
に
は
財
政
は
貨
幣
養
本
家
に
支
配
さ
れ
、
困
民
総
搾
の
瞥
利
主
義
と

ヲ
イ
む
ア
リ
ズ
ム

封
立
し
て
露
骨
な
闘
庫
主
義
を
昨
日
揮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
所
様
な
意

味
の
財
政
の
陵
棄
を
唱
へ
た
の
は
蓋
農
山
県
祇
で
、
被
雑
な
財
政
制
度
を
阜

一
概
に
お
き
か
へ
、
貨
幣
の
集
積
の
み
を
念
'
と
す
る
財
政
金
融
技
術
に
釣

し
て
民
的
官
を
目
的
v
と
す
る
艇
隣
串
の
重
要
性
を
主
張
し
た
。
こ
れ
は
市

民
社
骨
成
立
却
の
則
政
腔
禁
論
だ
が
そ
の
巾
に
は
大
戦
後
円
財
政
危
機
に

生
れ
た
珂
摘
が
準
備
さ
れ
て
ゐ
た
。

大
戦
後
也
大
な
公
債
を
背
負
っ
て
活
動
の
自
由
を
失
っ
た
租
揖
岡
家
に

劃
し
て
積
々
な
る
改
軍
諭
が
明
へ
ら
れ
た
が
、
就
中
f

ル
ド
シ
ヤ
イ
ド
の

蝿
諭
は
金
融
安
本
に
支
配
さ
札
て
ゐ
る
無
力
な
租
続
闘
家
か
財
畳
闘
家
た

ち
し
め
よ
う
と
す
る
に
あ
っ
た
。
彼
は
さ
う
一
宮
ム
意
味
で
従
捕
の
財
政
を

腔
棄
す
る
と
共
に
、
町
政
県
を
支
配
し
て
ゐ
た
貨
幣
信
用
技
情
的
且
地
を

排
し
買
物
経
済
的
、
人
間
紹
博
的
見
地
を
重
要
楓
す
る
財
政
世
骨
畢
を
主

張
し
た
。
彼
の
提
案
は
肱
洲
町
、
主
要
交
開
闘
の
何
れ
に
も
採
用
さ
れ
一
な
か

っ
た
が
、
ひ
と
り
ロ
シ
ヤ
に
於
で
は
職
時
共
産
主
義
時
代
に
図
案
内
完
全

な
る
産
裁
摘
出
恥
惑
が
生
ピ
、
闘
家
は
町
政
の
媒
介
な
し
に
直
接
生
産
物

第
五
十
一
巻

六

宮再

就

六

を
徴
獲
し
こ
れ
を
分
配
し
た
。
そ
こ
で
共
産
第
員
の
中
に
貨
幣
中
財
政
白

死
滅
を
信
ず
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
が
、
や
が
て
彼
等
が
貨
際
闘
中
部
構
力

を
連
用
し
始
品
る
と
財
政
信
用
技
術
の
必
要
な
事
が
認
識
さ
れ
る
に
亘
っ

た
u

ソ
ビ
エ
ト
で
は
日
州
政
は
股
棄
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
賞
金
の
再
分
配
過
程

の
副
筒
紳
と
し
て
、
岡
民
栴
榊
計
査
を
逆
行
す
る
上
に
一
層
重
要
な
槽
龍

を
殻
揮
し
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
財
政
府
四
棄
の
現
象
は
戦
時
其
他
非
常
時
の
一
時
的
現
象
で
あ

り
、
平
時
に
於
て
は
財
政
、
従
っ
て
又
財
政
唱
の
重
要
性
は
決
し
て
先
は

れ
な
い
だ
ら
ら
。
併
し
財
政
円
歴
史
的
祉
脅
的
性
格
は
剖
・
々
艶
化
し
り

L

あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
饗
化
を
意
識
し
な
い
財
政
は
新
し
い
情
勢
に
釘
ナ

る
姐
膳
性
を
央
A

で
あ
ち
ょ
ソ
。

ナ
テ
-
A

下
由
貿
領
制
度

古

梓

事

集

ナ
チ
ヌ
下
町
賃
銀
制
皮
肉
組
み
立
て
を
一
言
に
し
で
ま
へ
ば
、
先
づ
貨

車
規
則
の
公
定
に
よ
っ
て
最
低
賃
訟
を
保
話

L
、
某
本
給
付
以
上
に
於
て

は
働
者
に
臨
ビ
て
報
酬
す
る
給
付
賃
組
制
を
立
て
、
併
ほ
捕
、
叫
に
利
潤
分

配
制
を
も
っ
て
せ
ん
正
す
る
の
で
る
る
。

先
づ
賃
串
の
決
定
及
び
制
度
内
運
用
に
つ
い
て
の
新
し
い
秩
序
を
見
る

に
、
ナ
チ
ス
以
前
に
於
て
は
賃
凱
は
雇
主
組
合
と
努
働
組
合
の
回
世
克
捗

に
よ
っ
て
取
引
さ
れ
そ
の
骨
果
結
ぼ
れ
る
勢
働
協
約
に
於
て
表
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
ナ
チ
ヌ
は
協
同
特
理
念
に
基
い
て
階
担
割
宜
的
和
市
を
否
定

し
扉
主
組
合
も
勢
働
組
合
も
解
柑
せ
し
め
た
の
で
勢
働
協
約
に
代
ふ
る
に

新
た
に
設
け
ら
れ
た
国
家
槽
鞠
た
る
勢
働
管
理
官
に
よ
っ
て
業
穂
別
に
一

定
群
の
担
瞥
の
努
務
者
に
劃
し
て
制
定
せ
ら
れ
る
貨
車
規
則
を
も
っ
て
し



た。
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
企
業
者
は
鯉
骨
指
揮
者
と
し
て
自
主
的
に

決
裁
す
る
地
杭
に
置
か
れ
た
が
、
同
時
に
一
般
的
に
は
困
民
勢
働
秩
序
法

に
よ
っ
て
協
同
惜
的
義
務
に
反
し
な
い
責
任
が
負
は
さ
れ
、
又
M
7
倒
骨
理

官
の
監
督
を
受
け
、
何
ほ
新
し
い
勤
勢
者
の
辛
閥
的
組
織
た
る
努
働
職
線

の
指
導
に
従
ふ
こ
と
と
な
っ
た
。

賃
車
規
則
の
賃
鋭
は
最
低
賃
錨
で
あ
っ
て
、
と
れ
に
土
り
協
同
惜
成
員

の
生
前
並
び
に
勢
価
力
の
維
持
を
骨
詩
せ
ん
と
す
る
。
ー
か

L
ナ
チ
ス
に

於
C
は
岡
民
協
同
般
の
最
高
原
理
に
す
べ
て
が
服
従
せ
し
め
ら
れ
る
の

で
、
賃
銀
政
情
も
岡
家
の
4
T
怖
政
策
の
一
部
で
あ
る
と
す
る
見
地
点
F

、り、

政
構
獲
得
以
車
最
重
要
の
問
題
で
あ
っ
た
失
業
椛
偶
1c
岡
家
内
政
楠
的
・

続
情
的
問
立
の
確
保
の
最
内
政
情
窪
行
の
た
め
に
一
般
に
締
憐
安
定
の
政

策
が
探
ら
れ
絶
っ
て
賃
銀
も
そ
の
水
準
を
安
定
せ
し
め
る
方
針
が
探
ら
れ

た
。
か
〈
て
原
則
主
し
て
は
既
存
の
賃
事
が
傑
準
に
さ
れ
、
新
し
い
質
辛

の
帯
成
は
、
既
存
の
平
常
に
慨
廉
な
賃
串
の
怯
正
宇
勢
力
闘
争
の
結
果
も

た
ら
き
れ
だ
質
串
の
不
自
品
目
な
差
等
の
修
正
等
の
方
面
に
於
て
消
融
的
に

あ
ら
は
れ
た
。

給
付
賃
銀
制
の
某
礎
に
な
っ
ア
一
ゐ
る
給
付
原
理
は
図
民
の
協
力
に
原
動

力
を
求
め
ん
主
す
る
協
同
世
原
理
に
根
按
を
も
っ
。
従
高
の
料
管
に
掛
け

る
如
ぐ
間
取
高
抑
制
が
利
己
主
義
に
よ
っ
て
運
用
き
れ
る
時
に
は
、
質
事

切
下
げ
と
龍
車
抑
制
を
伴
っ
て
殻
果
が
期
せ
ら
れ
な
い
。
之
に
反
し
て
勢

働
円
給
付
が
高
ま
れ
ば
そ
れ
だ
け
多

f
岡
崎
に
悲
し
た
も
の
正
し
て
こ
れ
を

牢
敵
し
一
前
的
に
働
き
に
劃

L
で
報
酬
ず
る
原
則
が
閣
家
的
に
雌
立
す
れ

棄

報
3 

ぱ
怯
附
も
陪
か
れ
給
付
貫
録
制
の
買
の
意
味
出
費
現
き
札
る
と
す
る
。

利
潤
分
配
制
に
於
け
る
主
藍
は
、
協
同
世
成
員
に
針
し
そ
の
成
員
の
協

力
の
結
果
も
た
ち
さ
れ
た
成
果
を
ば
分
配
ナ
ベ

L
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
株

式
骨
祉
法
も
こ
れ
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
て
ゐ
る
。
且
者
は
蹄
周
問
題
の

酔
決
に
迄
議
論
を
程
的
て
ゐ
る
が
、
質
際
に
は
出
来
る
だ
け
努
務
者
に
も

利
潤
の
分
配
に
参
加
せ
し
め
そ
の
限
り
に
於
で
協
同
盤
の
精
神
を
あ

b
は

さ
ん
と
す
る
程
度
に
於
で
問
題
に
な
り
て
ゐ
る
。

融
制
髄
抽
出
と
髄
管
晶

松

井

辰

之

助

漠
然
た
る
柿
呼
「
純
替
串
」
は
、
「
輯
替
」
を
如
何
に
規
定
す
る
か
、
鹿
史

の
ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
茸
〈
闘
心
を
据
え
る
か
に
よ
っ
て
、
積
々
に
解
さ

れ
て
ゐ
ょ
う
。
問
題
は
、
忠
弘
る
規
定
の
仕
方
や
謄
史
的
印
貼
の
安
常
性

の
程
度
如
何
に
か
L

る
と
は
考
へ
る
が
、
そ
れ
ち
が
何
ら
か
同
程
度
で
安

常
な
限
り
種
々
の
「
騨
替
問
中
し
は
'
と
も
に
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ち
ろ
。
技

術
串
な
る
も
の
を
如
何
に
解
す
る
か
は
姑
〈
別
と
し
て
、
近
古
晴
、
輯
替
畢

を
ぽ
技
術
岡
県
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
多
〈
行
は
れ
る
聞
が
る
る
。
し
か

し
、
技
術
を
す
ち
従
来
の
如
き
企
業
の
統
制
下
か
ち
解
放
し
で
、
と
れ
を

悶
民
印
税
情
的
規
範
に
下
服
す
る
技
術
に
震
で
統
律
し
よ
う
と
し
つ

L

る
る

岡
家
に
よ
る
今
日
の
費
草
化
時
代
に
は
、
何
よ
り
も
必
要
な
と
と
は
、
「
経

替
単
」
を
ま
づ
「
純
替
締
筒
畢
」
と
し
て
確
定
し
て
お
ぐ
べ
き
で
は
な
か
ち

ろ
か
。
一
一
少
ク
リ
ツ
シ
ユ
が
第
六
版
に
於
て
言
ひ
放
っ
た
(
岡
民
)
融
商
皐

に
劃
す
る
料
瞥
純
済
瞳
の
蛇
立
的
存
布
性
自
主
張
を
彼
自
身
が
第
七
版
で

棺
充
し
た
純
骨
紅
一
一
世
弟
の
岡
民
主
義
的
立
規
範
的
締
済
山
崎
中
化
九
四
思
想
で

b
れ
わ
れ
が
追
認
す
る
唱
と
き
、
開
骨
組
済
主
は
「
日
開
腎
」
円
程
冊
盟
会
は
解

第
五
十
一
巻

七

第

艶

七



長}

弓同九

梨

朝

L
得
ず
、
む

L
z
o
、
制
桝
の
純
瞥
的
(
圃
民
組
済
生
の
完
成
を
窓
念
す
る

性
格
)
な
る
把
梶
と
し
て
解
稗
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
辛
へ
ら
れ
る
。

か
〈
て
、
腕
前
を
担
瞥
的
に
把
揖
す
る
と
は
、
社
骨
経
桝
U

崎
中
的
方
法
に

劃
し
て
並
立
す
る
制
替
担
悼
皐
的
方
法
に
よ
る
純
情
阜
の
主
張
に
件
h
u
b

由
。
と
L

も
に
.
印
私
組
神
的
な
私
組
前
活
動
に
劃
す
る
凶
民
組
済
的
閥

系
化
過
程
に
入
っ
た
今
日
で
私
艇
桝
曜
も
常
訴
妥
刊
に
締
瞥
料
神
割
引
に
輔

化
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
現
代
の
純
瞥
吊
は
と

L

に
常
初
そ
か
を
促
し
た

資
生
的
日
腿
史
的
理
向
か
ら
一
韓
化

L
て
現
在
の
畿
展
的
H
賂
民
的
調
由

に
土
っ
て
僻
稗
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
由
。

か
や
ろ
に
、
し
細
替
的
な
る
純
情
の
把
慣
と
い
ふ
方
法
上
回
特
質
に
担
い

で
こ
の
担
済
単
を
み
る
な
ら
ば
、
謂
ゆ
る
組
済
唱
の
-
宇
一
読
方
向
で
る
る

近
時
四
困
民
主
義
的
料
開
場
と
従
来
的
私
料
情
揖
e
k
し
て
の
紐
皆
川
明
か
ら

護
同
盟
し
て
来
た
私
純
桝
を
掛
象
と
す
る
限
り
由
経
替
総
済
皐
と
は
、
と
も

に
細
骨
髄
済
同
弔
的
性
質
で
同
一
の
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
同
一
白
性
質

円
相
静
岡
申
が
、
岡
民
主
義
的
組
酔
畢
と
岡
民
主
義
的
(
私
経
済
)
輯
替
畢
と

に
分
れ
た
る
の
は
、
前
者
U
F

岡
民
組
済
白
幸
世
的
立
場
を
出
護
賄
と
す
る

に
劃
し
て
、
後
者
は
私
組
問
の
立
場
を
間
設
貼
と
し
て
岡
民
料
開
政
策
を

媒
介
と
し
て
凶
民
組
桝
の
う
ち
に
止
揚
的
に
自
己
を
見
出
さ
う
と
す

Z
方

向
を
皐
的
に
車
入
れ
よ
う
と
ナ
る
も
の
で
あ
る
の
相
異
に
あ
る
。
と
与

に
、
私
根
神
を
封
象
と
す
る
料
替
相
辞
嵐
明
白
規
範
的
性
質
が
寺
へ
ら
れ
る

が
、
私
糊
掛
を
針
象
と
す
る
純
時
輯
済
車
内
池
る
4

き
序
階
は
、
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
、
世
づ
私
純
神
的
現
費
態
そ
の

A
の
の
理
論
的
考
察
を
、
抗
で

岡
民
組
神
的
規
範
に
律
せ
ら
れ
る
岡
民
純
静
肱
策
と
桐
照
し
告
山
や
う
な

勢
五
十
一
巻

^ 

保

税

ノ『、

私
経
済
自
挫
の
規
範
の
碑
定
と
い
ふ
規
範
的
冊
究
円
部
分
在
、
そ
し
て
最

後
に
、
か
ミ
る
私
綿
怖
の
す
i
h

む
べ
き
規
範
に
律
せ
ら
れ
私
制
許
の
か
〈

で
確
定
せ
ら
れ
た
規
範
の
許
特
し
た
目
的
を
貫
現
す
る
た
め
の
私
総
冊
目
白

政
策
的
研
究
と
い
ふ
三
段
の
序
階
で
あ
る
a

私
紅
神
が
岡
民
斡
済
的
現
範
に
服
す
る
か
杏
か
は
、
そ
の
私
紐
持
が
生

活
す
る
凶
民
世
骨
白
全
世
的
構
成
本
質
に
上
っ
て
各
は
典
る
で
あ
ら
う
。

岡
山
車
一
般
は
抽
泉
で
あ
り
、
羽
生
ず
る
具
酬
目
的
岡
京
は
、
或
は
よ
り
高
主

的
凶
民
共
情
幽
家
世
骨
(
ゲ
マ
イ
シ
e
d
h
γ

フ
ト
岡
京
)
で
あ
る
か
、
或
は
よ

り
低
主
的
岡
民
共
情
凶
家
祉
曾
(
従
っ
て
よ
り
近
F
ぜ
ル
シ
ャ
フ
ト
岡
家
}

で
あ

6
0
私
髄
怖
が
よ
り
多
き
可
能
性
に
お
い
て
凶
民
組
桝
的
規
範
に
服

す
る
の
は
、
そ
の
私
艇
抑
が
よ
り
高
史
的
凶
民
共
情
凶
家
枇
舎
の
内
部
に

あ
る
さ
う
し
た
私
担
憐
の
場
合
で
あ
っ
て
、
日
本
民
族
共
同
岡
家
(
共
情

蝉
凶
家
)
の
場
合
の
如
き
は
最
も
そ
の
可
能
性
に
富
む
で
ゐ
る
。

か
〈
て
、
岡
民
主
義
的
純
静
唱
と
私
印
臨
時
を
劉
象
と
し
そ
れ
を
向
旋
貼

、
と
す
る
閥
民
主
義
的
経
僻
単
左
は
、
方
法
的
に
同
一
目
性
質
で
あ
り
つ

主
、
ま
づ
取
る
手
掛
的
立
場
円
相
興
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
別
簡
に
向
護
の
告
を

ーとる

σ
あ
ら
う
。
し
か
し
さ
ら
に
一
段
I
C
誕
む
だ
段
階
に
至
る
と
相
互
に

愈
々
相
接
延
し
同
一
物
た
る
貨
を
獲
得
す
る
に
至
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か。

技
術
者

ιつ
い
て

星

野

周

良E

同
巳
〈
給
料
生
活
者
で
は
あ
る
が
、
技
柵
者
と
事
務
家
と
は
央
の
諸
駄

に
於
て
川
内
る
。
印
ち
多
〈
の
場
合
事
甜
家
は
食
は
ん
が
た
め
に
働
い
て
居

る
が
、
技
術
者
は
製
作
の
た
め
に
働
い
て
居
る
。
し
か
も
技
柑
家
白
仕
事



D
あ
る
も
D
に
は
、
昔
D
職
人
に
見
ら
品
た
護
術
粧
品
ヤ
近
代
科
畢
白
科
串

性
さ
へ
も
合
室
れ
て
居
る
。
従
っ
て
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
働
〈
者
は
、

事
動
家
よ
り
も
断
指
技
術
者
に
多
い
(
革
者
白
剤
査
で
は
事
務
家
五
七
声
、

技
術
者
八
二
信
)
又
生
計
に
於
て
も
技
術
s

誕
の
そ
れ
の
方
が
よ
り
健
貸
で

あ
る
(
自
己
の
勤
勢
収
入
で
生
活
し
得
ざ
る
者
は
事
務
者
三
三
区
、
技
術

家
一
=
一
声
)
掛
様
に
生
活
。
現
扶
に
於
て
技
惜
者
は
事
務
家
瓜
上
に
某
ま

れ
て
居
る
と
一
耳
目
『
得
る
。

北
に
技
術
者
白
将
来
を
見
る
に
、
彼
等
は
瞥
利
心
H
F
H
耐
乏
し
て
居
る
た

め
、
産
業
統
車
者
と
し
て
は
不
油
と
さ
れ
て
来
た
が
、
今
後
の
統
制
担
調

。
祉
舎
に
於
て
は
、
資
本
目
活
輔
が
制
限
さ
れ
V

、
配
給
過
程
が
草
一
化
さ

れ、

L
b
も
生
産
力
蹴
充
が
中
心
と
な
る
か
ら
、
技
術
家
の
地
杭
且
責
任

は
益
々
重
大
'
と
な
る
で
あ
ら
う
。
又
彼
等
に
は
こ
れ
ま
で
の
替
判
中
心
白

枇
舎
を
新
し
い
世
曾
に
蒋
掛
さ
せ
て
行
〈
龍
力
及
賓
格
が
な
い
と
は
一
両
へ

な
い
、
も
し
技
術
者
が
怠
業
す
れ
ば
祉
曾
は

rう
な
る
か
、
こ
れ
は
大
問

題
で
あ
る
。

L
恥
L
事
務
家
が
怠
業
す
札
ば
、
技
情
家
は

i

|技
術
家
で

な
〈
主
も

1
i容
易
に
そ
白
代
理
を
や
る
で
あ
、
b
ぅ
。
試
み
に
筆
者
自
調

べ
た
技
情
者
に
ワ
い
て
且
れ
ば
、
彼
等
は
組
合
運
動
白
理
解
者
で
る
り
、

又
事
務
軍
よ
り
温
か
に
以
上
白
金
控
主
義
者
で
あ
る
。
倫
問
中
者
に
よ
っ
て

は
、
技
術
者
四
方
が
本
来
産
業
師
串
者
と
し
て
の
適
格
者
で
あ
p
(
F
エ

プ
レ
ン
)
或
は
よ
り
人
格
者
で
あ
る
(
#
森
孝
弐
郎
氏
)
と
の
理
由
干

υ、

技
楠
者
に
よ
る
産
業
主
配
を
主
張
す
る
者
も
あ
る
が
、
技
術
者
が
多
少
と

も
持
ワ
前
謹
白
反
替
利
性
、
事
街
性
、
科
串
性
、
生
活
白
健
貫
性
よ
り
且

て
、
品
、
品
る
訟
に
も
必
ず
し
も
根
接
な

L
と
は
一
再
ひ
得
な
い
の
で
ち
る
。

重量

報

溜
淵
圃
農
業
政
策

ヰ足

庚

大

上

満
洲
闘
白
農
業
政
策
は
、
大
同
元
年
の
建
幽
か
ら
今
日
に
至
る
九
ヶ
年

目
間
に
、
前
後
二
つ
の
階
段
を
踏
ん
で
遊
這
し
た
と
私
は
考
~
る
。
策
一

却
は
建
闘
か
ら
陵
穂
三
年
頃
ま
で
の
約
五
ヶ
年
で
あ
り
、
第
二
期
は
そ
れ

以
後
今
日
に
及
ぶ
凡
そ
阿
ケ
年
の
時
期
で
あ
る
が
、
こ
の
前
後
白
二
期
を

区
劃
す
る
も
の
は
、
康
徳
凶
年
四
春
闘
始
さ
れ
た
産
業
開
護
五
ヶ
年
計
査

で
あ
る
。

以
下
私
は
金
融
合
作
祉
と
農
業
開
設
計
査
と
を
夫
々
白
時
期
白
代
表
的

政
策
と
し
て
選
び
、
こ
れ
に
就
て
説
明
を
加
は
へ
つ
L
、
各
時
期
町
政
策

白
特
質
を
明
か
に
し
た
い
。

満
洲
農
業
政
策
設
展
白
第
一
期
は
、
然

L
捕
り
農
業
暁
策
に
・
と
っ
て
白

み
な
ら
ず
、
揃
制
幽
民
程
調
間
企
般
に
と
っ
て
も
建
設
の
第
一
期
に
常
る
。

建
岡
と
同
時
に
満
洲
閣
の
何
よ
り
も
先
に
怨
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
、
言
し
日
迄
も
な
〈
闘
車
の
生
成
溌
肢
に
必
要
な
某
礎
工
事
で
ち
り
、
と

白
た
め
治
安
確
立
、
中
央
地
方
行
組
融
の
整
備
、
基
本
的
諸
産
業
白
育
成

田
=
一
大
事
業
の
完
成
に
全
力
が
註
が
れ
た
。

第
一
期
農
業
政
策
目
特
質
は
、
右

ω
如
き
初
期
の
政
措
組
問
建
設
か
ら

規
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
白
重
貼
は
農
業
相
補
の
慕
礎
確
立
&
特
碍

農
産
物
白
有
産
と
に
置
品
品
た
。
と
こ
ろ
が
、
満
洲
農
業
は
建
困
常
時
不

幸
に
も
深
刻
な
世
界
恐
慌
に
且
聾
は
恥
て
を

p
、
他
方
農
村
を
根
掠
に
民

汎
な
匪
賊
白
桃
山
端
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
農
業
融
商
白
基
礎
確
立
と
い
晶

体
一
白
任
務
は
、
具
値
的
に
は
農
業
恐
慌
白
克
服
と
農
民
白
把
揖
主
に
よ

っ
て
農
業
の
暁
序
を
帳
復
す
る
と
と
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

品
伊
豆
十
一
巻

第

揖

九

プb



棄

報

右
の
如
き
任
務
透
行
の
た
め
常
時
行
は
れ
た
諸
政
策
と
し
て
は
、
非
耕

貸
款
、
特
産
生
ハ
服
官
、
、
平
胸
骨
、
義
倉
、
金
融
合
作
社
等
点
何
事
げ
る
と
と

が
川
来

z
。
最
後
内
金
融
合
作
祉
が
自
惜
持
導
部
町
提
品
に
基
い
て
先
づ

帯
陽
牒
ー
と
復
同
酬
に
開
設
さ
れ
た
の
は
大
同
二
勾
の
恭
で
あ
る
が
、
そ
の
後

急
速
に
品
川
端
に
普
及
し
た
。
設
立
の
範
を
朝
鮮
の
金
融
組
合
に
ξ

っ
た
こ

の
満
洲
岡
農
村
金
融
合
作
枇
は
、
幹
部
に
は
専
ら
地
主
官
農
を
選
任
し
、

嘗
車
農
村
に
贋
〈
存
血
し
た
農
骨
を
そ
の
ま
L

母
搬
又
は
姉
妹
阿
世
と
し

て
利
用
し
、

R
っ
信
用
の
投
信
手
績
が
中
農
屠
以
上
に
有
利
な
よ
う
に
作

ら
れ
た
同
一
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
は
自
ら
地
方
紳
賀
町
利
害
を
中
心
に
湿

鵬
首
さ
れ
た
。

括

L
乍
己
、
こ
れ
岨
潤

m
金
融
合
作
祉
の
bm
に
限
ら
ず
、
平
組
合
そ
の

他
の
恐
慌
劃
策
も
主
と
し
て
中
農
以
上
を
劉
載
に
運
聾
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
と
れ
ら
の
用
品
慌
諸
針
策
と
並
ん
で
第
一
期
農
業
政
策
目
他
の
一

翼
を
な
ナ
特
時
農
産
物
の
靖
産
改
良
は
、
恐
慌
が
深
刻
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
前
者
と
封
比
し
て
斡
い
地
杭
に
お
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
特
昧
農

産
物
は
生
産
者
同
開
冊
土
地
主
作
物
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
も
車
地
主
政
策

た
る
の
性
質
を
も
っ
。
か

f
第
一
期
農
業
政
策
が
多
〈
巾
農
以
上
を
劃
象

と
し
て
運
傍
吉
れ
、
恥
〈
す
る
と
と
に
依
っ
て
恐
慌
キ
陣
耐
に
荒
鹿
し
た

農
業
の
復
興
を
圃
ら
ん
と
し
た
黙
に
、
そ
の
特
色
が
見
出
さ
れ
る
。
と
れ

は
相
時
と
し
て
は

E
し
い
政
策
で
あ
る
。
藷
諌
満
洲
農
村
秩
序
回
根
幹
を

な
す
も
の
は
地
主
同
農
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
先
イ
救
中
こ
と
は
、
閣
内

拍
安
の
確
立
並
に
農
業
復
興
の
上
に
極
め
て
大
き
は
意
義
・
と
役
割
を
も
つ

が
故
で
あ
る
。

情
主
十
一
巻

O 

官存

続

= 
O 

-
と
と
る
が
、
満
州
国
農
業
政
策
は
ほ
ux
辰
徳
凹
年
を
輔
期
・
と
し
て
第
二

円
殻
展
階
段
に
は
い
り
、
農
業
の
再
組
織
ψ
一
目
的
、
と
す
る
閣
家
統
制
と
民

民
族
協
和
人
心
把
院
と
い
ム
二
大
目
標
の
下
に
、
農
業
宵
滞
生
産
力
の
計

需
的
開
賞
、
農
産
物
の
配
給
放
に
情
格
の
粧
制
、
型
農
合
作
枇
の
撒
充
、

最
後
に
大
規
模
な
附
拓
民
政
策
の
持
一
行
と
い
ふ
四
大
政
策
が
展
開
さ
れ
る

に
至
っ
た
。

以
下
、
農
業
開
設
五
少
年
計
責
の
問
題
に
闘

L
て
説
明
を
加
は
へ
つ

弘
、
第
二
期
政
策
の
特
質
に
ふ
れ
た
い
。
先
づ
農
業
開
斑
計
曹
が
管
現
さ

れ
る
に
至
っ
た
理
由
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
二
つ
る
る
。
一
は
岡
内
事
情

町
田
型
化
で
あ
っ
て
、
建
閥
以
後
の
政
治
組
稗
桝
遺
設
が
ほ

γ
康
徳
=
一
・
四

年
こ
ろ
に
一
路
完
了

L
、
満
洲
困
が
抗
の
建
設
に
取
り
か
t
A

る
可
き
像
力

を
持
つ
に
至
ワ
た
と
1

乙
で
あ
る
。
第
二
の
開
由
は
、
常
時
の
険
悪
な
る
世

界
情
勢
や
支
那
の
一
層
深
刻
化
し
た
反
満
抗
日
運
動
の
展
開
、
並
に
ソ
聯

関
係
の
急
迫
に
到
し
て
、

H
満
岡
国
も
事
自
り
を
衛
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

農
業
開
設
計
費
の
特
色
も
、
従
っ
て
こ
L

か
ら
生
ず
る
。
一
定
の
期
間

内
に
岡
家
の
意
闘
す
る
一
定
教
量
の
産
物
を
胡
産
せ
ん
と
す
る
と
の
計
業

は
、
最
初
は
特
需
作
物
円
増
産
に
力
を
注
い
だ
の
で
る
る
が
、
支
那
事
費

目
勃
授
に
影
響
せ
、
b

れ
て
、
附
設
の
重
射
が
一
般
食
糧
農
庫
拘
に
穆
あ
と

共
に
、
最
初
日
本
と
の
閥
怖
の
み
が
考
慮
せ
、
り
れ
た
も
の
が
、
今
は
北
支

を
も
加
は
へ
る
こ
と
L
な
っ
た
。
か
〈
て
こ
の
計
書
の
窪
行
を
話
ピ
て
、

円
前
文
農
業
に
意
識
的
な
分
業
闘
係
が
成
立
し
つ
L

あ
り
、
そ
の
問
に
在

っ
て
満
州
農
業
は
食
糧
生
産
者
と

L
て
の
地
位
と
白
昼
を
高
品
る
と
と
L



』
ぼ
っ
た
e
然

L
、
と
れ
主
共
に
注
意
す
4

き
位
、
か
L

る
大
岡
渡
計
蓄
の

捻
行
そ
の
も
の
が
、
廻
れ
て
弱
uv
満
洲
農
業
料
替
の
根
本
に
改
誼
を
加
へ

ね
ば
止
ま
ぬ
こ
と
L
、
第
一
期
農
業
政
策
時
代
に
於
け
る
地
主
中
心
政
策

を
し
て
、
必
然
的
に
こ
の
層
を
も
骨
め
た
尉
汎
な
農
民
唐
の
厚
止
政
策
に

韓
換
せ
し
め
つ
ミ
あ
る
と
左
、
と
の
二
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
二
特
徴
は
執

L
第
二
期
農
業
政
策
の
特
徴
を
代
表
し
て
ゐ
る
と
見
る
こ
と
が
同
燕
る
で

あ
ら
う
。

大

阪

に

於

け

畠

唱

連

続

制

武

同

長

太

郎

大
阪
に
於
け
る
旋
非
轍
出
品
龍
力
は
既
に
そ
の
抽
限
に
遣
し
、
打
開
策
の

必
要
に
魁
ら
れ
て
ゐ
る
。
交
誼
統
制
に
よ
っ
て
と
れ
が
解
決
を
計
る
も
の

'
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
策
は
交
趨
勢
務
の
供
給
側
に
、
或
は
そ
の
需
要
側
に

劃
し
て
表
は
れ
る
で
あ
ら
う
ロ
然

L
現
肢
の
如
〈
限
ら
れ
た
る
供
給
(
克

掴
機
関
)
を
は
て
、
噌
加
し
つ
込
あ
あ
需
要
(
放
存
)
を
目
録
む
と
す
れ

ば
、
交
誼
槽
闘
の
運
行
と
放
存
の
移
動
、
と
が
碑
接
に
趨
聴
す
る
一
本
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
向
。
換
言
す
れ
ば
、
人
の
碑
勤
の
量
と
賀
町
肝
究
の
上
に
立

案
せ
ら
れ
た
る
方
策
た
る
を
嬰
ず
る
で
あ
ち
ろ
。
こ
の
意
味
に
骨
て
人
口

移
動
は
、
交
誼
輯
制
白
茶
調
を
な
す
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
由
。
大
臨
地

方
に
於
け
る
人
円
移
動
は
、
既
に
蹴
並
省
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
が
、
そ

の
結
果
は
滋
表
さ
れ
な
い
の
で
、
去
の
如
〈
人
口
統
計
と
交
誼
機
関
の
援

連
と
か
ら
人
口
移
動
自
主
流
を
橡
想
ず
る
こ
と
L

し
た
。

第
一
に
現
住
人
口
数
は
人
口
移
動
の
置
を
示
す
一
標
準
と
な
る
こ
と
、

第
二
に
大
胆
市
町
地
域
を
市
域
椛
盟
参
穂
堆
と
し
て
分
で
ば
、
中
心
地
帯

(
替
市
域
)
と
中
間
地
帯
(
明
泊
三
十
年
の
摘
張
地
域
)
と
周
港
地
帯
(
大
正

議

幸E

句出

+
同
年
自
摘
張
地
域
)
市
と
に
な
る
が
、

ζ

町
三
地
帯
は
設
建
程
度
を
異
に

し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
純
情
活
動
に
特
徴
あ
り
で
白
色
棒
到
の
質

が
地
帯
別
に
特
色
を
帯
ぷ
る
も
の
な
る
と
と
の
以
」
二
つ
の
槻
需
品
ら
、

明
泊
三
十
二
年
以
降
の
有
三
地
惜
別
人
口
敏
を
算
定
し
て
人
口
移
到
の
=
一

主
流
を
推
測

1
た
。
こ
の
井
に
克
話
機
闘
の
技
連
か
ら
新
た
な
る
一
主
流

が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
結
門
川
大
臨
の
人
口
移
動
と
し
て
は
央
の
凹
主
流
自

存
す
る
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
、
中
内
心
地
帯
に
於
け
る
書
問
時
四
商
業
的
穆
副
(
姐
繁
・
迅
速
・
掴
匹

離
・
悲
意
的
方
向
を
特
徴
と
す
)

二
、
中
心
地
帯
と
巾
同
地
帯
・
岡
地
地
帯
・
近
却
地
帯
聞
に
於
け
る
定
時

往
復
移
動
(
ラ
ツ
シ
品
ア
ワ

1
的
現
象
を
生
子
)

=
一
、
中
岡
地
帯
内
部
に
於
け
る
常
時
往
復
移
動
(
近
郊
餓
担
軽
端
時
相
互

間
)

四
、
周
漣
地
帯
内
部
に
於
け
る
定
時
往
復
格
到

と
れ
年
四
つ
の
人
口
移
動
の
主
涜
を
、
之
に
謄
ず
る
交
誼
槽
聞
と
し
て

の
時
間
拍
車
、
バ
ス
、
地
下
鎖
、
省
線
.
近
郊
賊
泊
の
悦
況
に
釘
附
し
て

之
が
統
制
方
策
を
講
ず
る
を
符
る
で
あ
ら
う
の
之
忙
就
い
て
は
各
精
支
週

機
闘
の
現
恥
酬
を
知
悉
す
る
必
要
あ
り
、
更
に
具
閥
的
に
研
究
を
遺
品
ね
ば

な
ら
な
い
。
以
上
内
研
究
を
某
礎
と

l
て
、
大
限
の
交
通
統
制
的
用
が
揖
立

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
時
間
の
都
合
上
品
ち
本
論
を
割
愛
す
る
の
品
開
俄
な

き
に
至
っ
た
。
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